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会研 究

欧州における若者の自立・就労支援
―英国オスウェストリー・キャリア・サービス、Future Movesの取り組みから―

報告　住　政二郎（都立大学大学院卒）

日時　2002年 8月 24日(土)13:30～ 16:30
会場　明治大学駿河台校舎研究棟4階第1会議室

Future Movesとは

　論文では、イギリス、シュロップシャー州
オスウェストリーのユース・キャリア・サー
ビスが実施しましたFuture Movesという取
り組みを対象に、制度の側からの自立支援事
業がどのようにあり得るのか、またどのよう
な潜在的課題を抱えているのかを書きまし
た。
　論文で取り上げましたFuture Moves は、
Shropshire Careers Services の管轄する
Oswestry Careers Servicesが1998年3月か
ら1999年12月まで実施しました、若者たち
の自立支援プログラムです。このプログラム
はオスウェストリー地区やその周辺において
所在の不明となった若者、社会的・文化的資
源へのアクセスを制限されている若者、家庭
の問題や十分な教育や訓練をこれまで受けて
こられなかった若者、犯罪歴や薬物中毒経験
のある若者の社会参加と自立をサポートする

ために実施されました。このプログラムには
16歳を最低に35名の若者が参加しました。プ
ログラムでは若者の一人ひとりの状況とニー
ズを把握することからはじまり、より地域に
根ざした解決策を目指して個人ベースで行わ
れました。詳細については後で触れたいと
思っておりますが、Future Movesは、若者た
ちに直接働きかけるOutreach Workの手法を
取り入れ、1997年以降の新労働の教育福祉政
策を追い風に、キャリア・サービスの事業を
拡大・発展させるとともに、若者たちを支え
る地域事業をネットワークした先駆的な取り
組みであったと言えます。
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報告の内容

　本日の報告は、大きく4つの部分に分かれ
ています。
　一つ目は変化する若者の学校から社会への
移行プロセスに注目し、どのような政策がイ
ギリスでとられ、キャリア・サービスに変化
を与えているのかについてまとめました。
　二つ目は、Future Movesが実施されました
オスウェストリーがどのようなところなの
か、地理・歴史などを簡単に紹介し、若者を
取り巻く状況がどのようになっているのかま
とめました。
　三つ目は、1994年から民営化されたキャリ
ア・サービスとは、いったいどのような企業
なのか、そのサービスの内容と制度の抱える
潜在的限界性についてまとめました。
　そして、最後にFuture Movesとは、どの
ような取り組みであったのか、どのような成
果と課題を地域に残したのか、プロジェクト
に参加した若者たちの抱える困難性と提供さ
れたサービスの質に注目しながらまとめまし
た。
　それでは報告に入りたいと思います。

変化する若者の移行

   Youth Transition from School to Work

　すでに多く言われていますように、若者が
学校から社会への移行を達成するそのプロセ
スは、今日大きく様変わりしつつあります。

こうした変化は具体的には、若年層失業率の
急上昇、就職難、非正規雇用や不安定就業者
の急増という形で確認することができます。
先日、９日に文部科学省が発表した平成14年
度学校基本調査速報よりますと、平成14年
３月の高校卒業者の10.5％にあたる13万８
千人、大学卒業者の21.7％にあたる11万９
千人が進学も就職もしていないそうです。ま
た、高卒者の就職率は17.1％で過去最低を記
録し、大卒者の就職率は56.9％で前年より
0.4ポイント低下したそうです。加えて、こ
うした事態をさらに複雑なものにしている要
因として、このゆらぎが、単に学校と社会と
のストラクチュアルなゆらぎであるだけでな
く、若年層の職業意識の変化、のような要素
で抜き出される、行為主体、Agencyの側から
のゆらぶりとしても確認できることにあるの
ではないでしょうか。

School              to          Work

Structure

Agency

「戦後的青年期の枠組み解体」

と再構造化

　都立大の乾彰夫さんは、日本においては50
年代末の高度経済成長期開始以来、40年近く
定着してきた若者たちの「子どもから大人
へ」の移行の枠組みである「戦後的青年期の
枠組み」は、直接的には「バブル」崩壊後の
90年代前半から解体しはじめたとしていま
す。
　また、こうした現象は日本のみではなく、
先進国にほぼ共通する現象であるとし、特に
80年代以降、ヨーロッパでは、「戦後的青年
期の枠組み」は今や完全に崩れ、若者たちを
取り巻く社会的状況は新たに困難な段階に
入ったことを指摘しています。そして移行プ
ロセスを取り巻く共通課題として2点、①移
行プロセスの長期化と複雑化、そして②西
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ヨーロッパの「福祉国家」、東ヨーロッパの
社会主義といった社会システムの解体と「戦
後的青年期の枠組み」の解体との連動性をあ
げています。
　そして、この指摘から私が思うことは、
1990年以降、一定程度の成熟期を経た福祉国
家体制は、その制度的解体を経験しながら
も、今や世界的規模で次なるモデルへの、そ
れが単なる解体であるだけでなく、転換期に
あるのではないか、ということです。つまり、
社会システムと、学校と社会との接続関係
は、ゆらぎながらも再構造化を同時に且つ連
動しながら経験する、という新たな段階に
入ったと考えています。
　具体的には、ノルウェーの Follow Up
Service、アメリカのGear Up、フランスの
Mission Locales、20歳以下の若年層に特化
したサービスを提供するデンマークなど、先
進国に見られるこうした若者の学校から社会
への移行を支える公共システムの再構築はそ
の端的な例になると考えます。またこうした
社会趨勢は、欧州レベルでは「社会的排除
（Social Exclusion）」の概念と結び付き、教
育・訓練・雇用分野は各国の中心課題に位置
付けられています。

新労働党の教育・福祉政策

　イギリスでは、1997年以降、若者の自立を
支援する教育福祉政策の枠組みは、社会的排
除の概念と結び付き、従来型の福祉国家から
新しい型の福祉国家への飛躍を支える土台と
して位置付けられています。「社会的排除」の
概念は、これまでの伝統的な左翼の貧困、不
平等、不利益といった枠組みをつくり変える
新しい概念だと言われています。
　その内容は、結果の平等から機会の平等

へ、平等を包含（Inclusion）、不平等を排除
（Exclusion）と再定義し、賃金労働への参加
機会の保障と一人ひとりの賃金労働による福
祉の実現を目指す、第三の道をとることにあ
ります。
　また賃金労働への参加機会を平等に保障す
るためにも、個人の求職能力の向上と教育・
職業訓練への参加が不可欠となります。国家
の役割は教育・職業訓練・雇用への参加の機
会をすべての国民に提供することであり、そ
して飴とムチの政策によってその参加を促す
ことにシフトしていきます。ニューディール
（New Deal）はその実現の中心政策であり、そ
の 基 盤 を 支 え る の が コ ネ ク シ ョ ン
（ConneXion）になります。
　New Dealについて簡単に触れると、主には
19歳から25歳未満の6ヶ月以上の求職者手当
を受給しているものを対象とする就労支援プ
ログラムで、ジョッブ・センターを窓口とし
て行われます。このサービスは単に求人を紹
介するだけでなく、ゲートウェイと呼ばれる
4ヶ月に及ぶ集中的なガイダンスやさまざま
な職業訓練プログラムがセットになっていま
す。
　また、ConneXionは2001年4月から実施さ
れた新しいプログラムで、年齢層としては
New Deal の下位に位置するもので、義務教
育終了年齢16歳を機軸とした13歳から19歳
までを包括するプログラムです。ConneXion
については次で簡単に触れたいと思います。

ConneXionとは

　ConneXionとは2001年4月からイングラン
ドの16ヶ所をモデル・ケースとしてはじめら
れたこれまでにない大規模なユース・サービ
スの総称です。プログラムの対象となる若者
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は13～19歳のサービスを必要とするすべて
の若者になります。このサービスの狙いはこ
れまでの多岐に渡る1点的なユース・サービ
スをキャリア・サービスを機軸に1本化し、
継続的且つ効果的に若者に働きかけようとす
るものです。コネクションへの統合に伴い、
これまで専門分化されていた職業資格もパー
ソナル・アドバイザー（Personal Adviser）
として一元化されることになりました。そし
てこのパーソナル・アドバイザーが若者一人
ひとりの移行プロセスに対してトータルな責
任を持つことにより、特に、義務教育段階に
特化することによって、社会的排除、Youth
Disaffectionに取り組むための布石になるこ
とが期待されています。

図1

（ 資 料）Shropshire Careers Services
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シュロップシャー州・オスウェスト

リー①

　今回紹介するFuture Movesを実施したオ
スウェストリー・キャリア・サービスを管轄
する、シュロップシャー・キャリア・サービ
スも、ConneXionの16ヶ所のモデル地区の一
つになっています。シュロップシャー州があ
るのは、ロンドンの北西、ウェールズとの境
になります。

シ ュ ロ ッ プ

シ ュ ル ー ズ

オ ス ウ ェ ス

シュロップシャー州・オスウェスト

リー②

　少し見えにくいんですが、シュロップ
シャー州は5つの地域―シュロップシャー北
部（North Shropshire）、オスウェストリー
地区（Oswestry Area）、シュルーズベリー地
区（Shrewsbury Area）、ブリッグノース地区
（Bridgnorth Area）、シュロップシャー南部
（South Shropshire）―に区分され、これに
テレフォード＆ヴェキン（Telford & Wrekin）
が加わります。オスウェストリーの町がある
のはシュロップシャー州の北西、ウェールズ
との境界から約83のところです。オスウェ
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ストリーの人口は約3万4千人になります。

North Shropshire 52,500
Oswestry Are 34,800
Shrewsbury Are 98,000
Bridgnorth Area 52,300
South Shropshire 41,800
(Shropshire) 282,500
(Telford & Wrekin) 149,900

Population in Shropshire

（ 資 料）Office for National Statistics 1999
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シュロップシャー州・オスウェスト

リー①

　オスウェストリーの中心地はとても小さ
く、1時間もあれば徒歩でも十分に1回りで
きます。「隠れたイングランド」とも呼ばれ
るこの地域は、イングランドとウェールズの
歴史・文化・言語が交差し特徴ある暮らしを
育んできました。
　チェスター、リバプール、マンチェスター、
バーミンガムといったイングランド中西部を
代表する都市部までも近く、ウェールズとイ
ングランドを結ぶ中継地点として重要な役割
をオスウェストリーは歴史的に担ってきまし
た。
　しかしながら、1960年代以降、産業構造の

転換による炭鉱業の衰退、1966年の鉄道会社
の合併と国有化による鉄道路線の廃止と、加
えて1967年のオスウェストリーを感染源と
した口蹄疫病の大発生によって60年代以降、
オスウェストリーはその経済基盤をすっかり
と失ってしまいました。調査期間中もイギリ
ス全土を襲った口蹄疫病の影響で、マーケッ
トは全面閉鎖され、感染の拡大を恐れて周囲
の人がオスウェストリーにやってこないだけ
でなく、乳製品の加工業者、飼料業者、職業
訓練コースにも影響を与えていました。
　一見すると自然の豊かな素朴な町なのです
が、イングランド中西部で4番目に低い賃金
水準や低い教育期待、交通機関の未整備がそ
こで暮らす人々に低い生活水準を強いること
にもなっています。オスウェストリーは、イ
ギリス政府によっては特別教育指定地域
（EAZ）に指定され、EUからは、今はもうこの
カテゴリーは使われていないのですが、貧困
地域5bに指定されています。観光客を魅了
する豊かな自然と農村地域固有の暮らしぶり
を残すオスウェストリーですが、そこで暮ら
し働く人々にとっては困難の集中する地域に
なっていることが分ります。
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若者を取り巻く状況

　同様に、若者たちを取り囲む環境も厳しい
状況にあります。町には大型スーパーの他に
約250の小さな商店があり、生活に必要な品
物はほとんど町の中で揃えることができま
す。しかし、若者向けの商店や、若者が利用
する消費文化や娯楽施設、例えばボーリング
場や映画館といったものは何もありません。
さらにほとんどの店がピシャリと17：00には
店を閉めてしまいます。17：00以降営業して
いるのは、セインズベリーかサマーフィール
ドといった大型スーパーだけで、深夜まで営
業しているのはフィッシュ＆チップス、ケバ
ブー、レストラン、そしてパブとナイト・ク
ラブだけです。
　また、興味深いことにオスウェストリーの
中心部には、周囲数D3の範囲に30以上のパ
ブが店を構えています。これはオスウェスト
リーがマーケット・タウン、炭鉱・採石・鉄
道産業の町として栄え、男たちのマッチョな
文化を育み支えてきた歴史の証でもありま
す。しかし今やこうしたパブが、若者たちの
高い飲酒率を下支えし、ドラッグの売買の場
所となっています。さらに週末の夜ともなる

と、オスウェストリーの町は一変します。パ
ブには多くの人が集まり、パブの閉まる23:
00以降は、深夜まで営業しているナイト・ク
ラブに人が集まります。普段は交通量の少な
い町の中心地には、客待ちをするタクシーが
長い列をつくり、警察も巡回をします。週末
の夜には、地域に住む人も町には近付きませ
ん。
　ユース・ワーカーのミックは、特に若者の
飲酒率が高く、やること、行くところない若
者たちは、すぐに安いアルコールに手をだ
す。そして失業、ホームレスになっていくと
行っていました。
　ドラッグにアルコール、そして週末に繰り
返される破壊行為。ミックのいう悪循環に早
い段階からはまってしまった場合、家族から
の十分な支援を得られず、家からもキック・
アウトされるケースが多く、また逆に自立を
促すために積極的にキック・アウトされる
ケースも多いのですが、結果として若者たち
はホームレスになっていきます。ここがフ
リーター現象を家族が下支えしていると言わ
れる日本とイギリスの違いなのではないで
しょうか。
　次のグラフを見て下さい。グラフはオス
ウェストリー地区でホームレスとなり、

Age of HOAP Clients 1999/2000

16%

35%
16%

21%

12%
16-17 years
18-24 years
25-30 years
31-40 years
41+ years

（ 資 料）H.O.A.P Annual Report & Accounts 1999-2000
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H.O.A.P.（Homeless in Oswestry Action
Partnership）を通して社会的サービスを受
けたクライアントの年齢階層別構成比をグラ
フ化したものです。1999 ～ 2000 年の間に
サービスを受けたクライアントは年齢階層別
で、16－17歳層が16％、18－24歳層が35
％と24歳以下の若年層が半数以上を占める
ことが分かります。
　またH.O.A.P.でコーディネーターとして
働くジャネット・オールドフィールドによる
と、近年オスウェストリー地区では若年層の
ホームレスが増えているそうです。特に「隠
れたホームレス（Hidden Homeless）」の問題
は深刻で、彼らは友だちや親戚の家を泊まり
歩く「ソファー・サーフィング（S o f a
Surfing）」を繰り返しているといいます。
　頭にはあったものの、若者たちを取り巻く
困難状況はかなり深刻です。若年層の未就労
がこれだけ大きく取り上げられながらも目に
見える社会問題にならない日本とは異なり、
イギリスでは義務教育終了と同時に失業や
ホームレスになるということがあります。こ
れも階層差があることだとは思うのですが、
極端に言えば義務教育終了が親の養育責任の
終わりともいえる自立に対する圧力があっ
て、学校が終わって仕事もしなければ家を追
い出されるという子ども達がかなりいます。
後で紹介するFuture Moves参加者の2人もそ
のケースにあたります。そして、ベースとな
る家を失った場合、問題がものすごいスピー

ドで深刻化し
ていくという
ことがありま
す。

キャリア・サービスとは

　ここで、少し
立ち返って、若
干、キャリア・
サービスという
ものについて説
明をさせてくだ
さい。あまりこ
こで多くの時間
を使いたくはな
い の で す が 、
キャリア・サー

ビスというものがどのような事業を地域に展
開している団体で、潜在的にどのような限界
を抱えているのかを知ることが、後でFuture
Movesがオスウェストリーで実施されること
になったプロセスを理解するのに役に立つと
考えています。
　キャリア・サービスについて正確に定義を
把握することは、ここ数年の急激な変化、特
にConneXion への統合のため難しいのです
が、広義には13歳から19歳以下の若者を対
象に、教育・職業訓練及び職業紹介を行う非
営利の民間団体といえます。提供されるサー
ビスには2種類、学校サイドで行われるもの
と事務所を主体に提供されるものとがありま
す。学校サイドの事業には、管轄地区にある
中等教育学校に出向き、早くは第7学年、で
すから11～12歳を対象に行う職業教育の授
業や、義務教育終了後、職業訓練に参加する
生徒を対象に、生徒と訓練先を取り結ぶト
レーニング・プロバイダーを招いて開かれる
キャリア・セッションなどがあります。
　一方、事務所を主体に提供されるサービス
には、主に16歳から19歳までの若者を対象
とした、教育や職業訓練機関の情報提供、職
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業紹介があります。サービスを提供するのは
キャリア・アドバイザーと呼ばれる専門資格
を持つスタッフです。キャリア・サービスは
1994年に政府からキャリア・サービス事業を
委託される形で民営化されました。

自立支援事業のしくみ

　それでは民営化された非営利のキャリア・
サービスとはどのような仕組みになっている
のか、企業としての利益はどのように考えら
れているのか、本来、公共的性格の濃い領域
に民間企業が政府から委託されて事業を展開
する、というのはどのような仕組みになって
いるのか、ということなんですが、それが非
常によく出来ています。
　それはどういうことかというと、キャリ
ア・サービスは、政府と契約関係にあります。
いわば政府はキャリア・サービスの筆頭株主
といえると思います。政府は各自治体との契
約に基づいて、Founding、資金、そして「ター
ゲット」これは数字で明記された達成すべき
事業目標と言えます。もう少し具体的に言う
と、Aの学校では100人個人面接を行わなく
てはいけません、10のグループ面接を行わな

くてはいけません、というのを具体的に学校
規模から自動的に算出したものです。そし
て、この資金とターゲットに加え、T i m e
Allocationと呼ばれる、いわば時間配分を各
自治体のキャリア・サービスの本部に投下し
ます。いわゆる各事業を運営していくのに要
される持ち時間のことです。この3つは時の
政策動向に敏感に左右されると同時に、相関
関係をなしていて、キャリア・サービスの事
業の内容と性格を細かく規定しています。そ
して、各自治体のキャリア・サービスのマ
ネージャーらは、ターゲットを達成するため
の、これまた資金、ターゲット、時間配分を
各事業所に投下します。そこで、各事業所の
責任者が、スタッフの担当学校や責任の範囲
を決めていく、というふうになっています。
　極端な言い方をすれば、政府がどのように
教育目標を達成していくか、またキャリア・
サービスがどのように企業として事業を目の
届かない現場に行き渡らせ、スタッフを働か
せるのか、というのは、この3つを調整する
ことによります。マネージメント・サイドか
らすればこの3つを調整することによって各
事業所の運営をコントロールすることがで
き、また各事業所にすればリソースをもとに
決定したターゲットをヒットすることが自立
支援事業の事業内容になってきます。

こうした構造はConneXionにも引き継
がれ、むしろ強化される方向にあって、
ConneXionの謳う普遍的・一元的な自立支援
サービスとは言わば、これまで各エイジェン
シーで分散されていたターゲットを共有し連
帯責任で達成しようとする事業形態であると
もいえると思います。
　次のスライドを見て下さい。
　これはオスウェストリーにある3つの公立
中等学校に配分されたターゲットの実数で
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A B CA B C

す。学校名は伏せてありますが、各学年ごと、
事前にHigh Risk、Low Risk、集団面接にカ
テゴライズされインタビューをしなくてはい
けない生徒の数が決められています。そして
キャリア・アドバイザーはこのターゲットを
ヒットすることが持ち時間、つまり Ti m e
Allocationの中で仕事・責任として課され、
その達成度が業績になります。

キャリア・サービス事業の抱える限界

性

　そして、こうした自立支援事業を現実に当
てはめて行くと、どうなるのかというと、も
うお分かりかと思いますが、ターゲット外に
ある若者、時間配分内では支援しきれない若
者、また、そもそもキャリア・サービスの事
業の枠外にある若者には、サービスを提供す
ることができなくなってきます。そして結果
的に、サービスを一番必要とする層に十二分
なサービスを提供することができず、毎年、
若者たちの抱える問題だけが深刻化していく
ということがこれまで繰り返されてきまし

た。ここに、キャリア・サービスに対して批
判的な目を向ける人たちの根拠があります。
この問題は、ある種、特に西欧諸国で、公共
的な領域が事業として制度化し、専門分化さ
れながら民営化されてきた国に共通する問題
なのではないでしょうか。
　次は、Future Movesを立ち上げ、その中心
的役割を果たし、当時、オスウェストリー・
キャリア・サービスの支店長であったジャ
ネットとのインタビューからの抜粋です。イ
ンタビューは、当時のオスウェストリー・
キャリア・サービスについて聞いたもので
す。
　「私がここで働いていて 1つ気が付いたこ
とは、キャリア・サービスは学校内では多く
の仕事を上手くやっていたのだけれど、学校
外の場面で、特に問題を抱える若者にはあま
り上手く働きかけることができていないとい
うことです。これはキャリア・アドバイザー
になる前にやっていた仕事の影響が強いのだ
けれど、当時は今よりもキャリア・アドバイ
ザーはフォーマルな感じがして、机を挟んで
若者と決まった時間話をするだけという具合
でした。だからいつもキャリア・サービスは
もっとオープンに、且つコミュニティで、こ
れまでとは違った場面や方法で仕事をする必
要があると考えていました。コミュニティに
は決まって毎年 6人から 10人のサポートが
必要とされる若者たちがいて、彼らは 1度や
2度、1時間半のインタビューにはくるけれ
どもそれっきり。2週間に 1度、サポートの
必要な若者に連絡を取ることが規則で決めら
れているけれども、彼らがフォローアップ・
レターに何の返事もよこしてこなければ、こ
れも規則で彼らは連絡の必要な若者のリスト
からは外されることが決まっています。そう
なってしまうとキャリア・アドバイザーは彼
らに何も働きかけることができなくなってし
まいます。そうした若者のために割ける通常
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勤務以外の時間もない。またそうした若者た
ちを私たちは『ドーマント（Dormant）』と呼
んでいて、そんなことが繰り返し起こってい
ました。」
　さらに、興味深いのは、インタビューの中
でジャネットが触れているドーマント
（Dormant）です。ドーマントとは、キャリ
ア・サービスの持つ業務規程の 1つのこと
で、キャリア・アドバイザーにはサービスを
必要とする若者の所在を 2週間に 1度確認す
る義務があります。しかし、その際、何らか
の理由で連絡が取れなかった場合、若者には
フォローアップ・レターと呼ばれる確認通知
が送付されることになっています。このフォ
ローアップ・レターが送付されるのは 2度ま
でで、それ以降何ら連絡も取れない場合は、
その若者がこれ以上のサービスを必要として
いないと判断されドーマントとカテゴライズ
されます。これは休眠しているとか、火山が
休火山である、という意味で、1度このドー
マントにカテゴライズされてしまうと、それ
以上の働きかけはキャリア・サービスとして
はすることができません。それが業務規程で
決められているんです。
　以上のように学校外でのケアを必要とする
若者たちが目の前にいながらも、当時のキャ
リア・サービスの枠組みではそうした若者た
ちにサービスを提供することが十分にできず、
時間だけが過ぎ問題だけが深刻化して行く、
ということが毎年繰り返されていました。こ
うした背景が、若者のところに直接出かけて
行くアウトリーチ・ワークの必要性をジャ
ネットの中に想起させ、キャリア・サービスの
枠組みを越えた FMの取り組みへとつながっ
ていきました。

35名の若者たちとFuture Movesの取り

組み

（ 資 料）Shropshire Careers Services

36 %529 %6Unknown

0%010 %2
Not Available
(had a baby or 
others

0 %010 %2Moved Away

7 %110 %2失 業

14 %224 %5就 職

14 %25 %1職 業 訓練

29 %414 %3進 学

女 子男 子

義 務 教 育 終 了

（ 資 料Shropshire Careers Services

36 %529 %6Unknown

0%010 %2
Not Available
(had a baby or 
others

0 %010 %2Moved Away

7 %110 %2失 業

14 %224 %5就 職

14 %25 %1職 業 訓練

29 %414 %3進 学

女 子男 子

義 務 教 育 終 了路

　FMは、アウトリーチ・ワークの手法を取り
入れた、これまでにない新しいサービスでし
た。このプログラムには16歳を最低に35名
の若者たちが参加しました。35名の内訳は男
子が21名、女子が14名です。参加者の2001
年10月現在の平均年齢は男女共に19.3歳で
す。表はFM参加者の義務教育終了後の進路
別統計になります。表から一見、職業教育も
含め進学率が高いように見えますが、そのな
かには3ヶ月以内に退学したものが男子で2
人、半年以内に退学したものが女子で1人い
ます。
　FMの取り組みを通しては、1対1の支援を
基軸に、関連諸団体を活用したさまざまな支
援が提供されました。度重なる家庭訪問と電
話連絡、そして献身的なケアのあり方は、従
来のキャリア・サービスにはないものでし
た。また、今回調査を通して、若者たちが共
通してFM期間中、求職者手当を受給してい
るということが分かりました。これはFMの
参加者全員に共通することで、つまり、一定
の期間、制度的な裏づけのあるプログラムに
参加しているという事実が、進路未決定の若
者たちにジョッブ・センターへの求職者手当
の申請を可能にするということです。親から
の支援を期待できない若者たちにとって、こ
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れは大切な現金収入で、キャリア・サービス
にとっては、若者たちをサービス内に引き止
めておく大切なインセンティブになります。
そして、FMを通して面談を繁茂に行い、アク
ション・プラン、これは履歴書の代わりにな
るものですが、を更新して行くことは、若者
にとっても、また、キャリア・サービスにとっ
ても、求職者手当を申請し続けて行くために
重要な条件になってきます。就職活動もまま
ならない若者たちに、制度的な裏づけを与え
ることによって、現金を支給し自立の道を互
いに探って行く。FMのプログラムにはこうし
た側面もありました。

Future Moves後の若者たち

　単純にターゲットをヒットするこれまでの
キャリア・サービスの枠組みを越え、アウト
リーチ・ワークを採用し、若者たちの自立支
援を目指したFuture Movesは、地域の自立
支援事業をネットワーク化するなどの、一定
の成果を地域に残しました。しかし、同時に、
多くの課題を残した取り組みでもありまし
た。プログラムの途中で連絡の途絶えてし
まった若者、プログラム実施期間中には進路
先の決まらなかった若者、またそうした若者

たちも含めてプログラムの終了が、困難を抱
える若者たちへの働きかけの終わりと重なっ
ていることが調査を通して分かりました。ま
た、FMに参加した多くの若者が、男女共にFM
終了後も進路を確定することができず、再び
失業や所在不明となってしまっていることが
分かりました。
　表は、キャリア・サービスのデータ・ベー
ス、プロファイルの最後に記憶されていたFM
参加者の到達地点です。男女共に、記録が途
中で途切れてしまっていて、絶対数が減少し
ているだけでなく、FMを経ても再び「失業」、
「所在不明（Unknown）」となる割合が高く、特
に女子の場合は出産を経験するケースが目立
ちます。
　なぜこうした困難はFuture Movesを経な
がらも繰り返されてしまうのでしょうか。3
人の若者に注目してFuture Movesの取り組
みをもう少し詳しく見て行きたいと思いま
す。　
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3人の若者たち

　調査を通しては、3人のFM参加者にインタ
ビューを行うことができました。男子2人、
女子1人で、インタビュー当時、ジョン・ク
ラークは20歳、トーマス・ステッドマンは19
歳、ケイト・エドワードは19歳でした。ケイ
トには現在6ヶ月になる子どもがいます
　トーマスは、中等教育段階からプロのギ
ターリストを目指していました。地元に友人
も多く、音楽以外には格闘技にも興味があ
り、一時はプロのキック・ボクサーになるこ
とも目指していました。現在は、冷凍食品会
社で箱詰めの仕事をしながら、家の庭先にあ
るキャラバンで生活をしています。彼の仕事
とヘビーな音楽、そしてハードな生活は、オ
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スウェストリーのマッチョな男子文化そのも
のと言えます。
　トーマスとは対照的に、ジョンは物静か
で、自然と動物が大好きなオスウェストリー
の若者の中でもめずらしいタイプの若者で
す。地元で就職することをずっと希望してい
ましたが、内向的で、こうした性格が小さな
コミュニティでの進学や就職を難しくしてい
ました。
　最後に、ケイトは35人の若者の中でも特
に支援の必要とされた若者です。早くからイ
ンフォーマルな仲間集団に引き付けられ、ド
ラッグやアルコールに強く依存し、傷害未
遂、窃盗事件も起こしていました。女子の場
合、学校やフォーマルな移行プロセスからの
ドロップ・アウトが、妊娠・出産につながる
ケースが多く、ケイトはその典型といえま
す。
　次に一人ずつその特徴を見ていきたいと思
います。

ジョン・クラーク

　ジョン・クラークは、同世代の若者の中で
も珍しいタイプで、地域志向の強い若者でし
た。義務教育を終了してからは、しばらくの
間、自然環境や動物の飼育コースを、農業系
のウェルフォード・カレッジで受講しまし
た。しかし、同じコースを受講しているのが
女子ばかりで、結局コースに馴染めず、すぐ
に退学してしまいました。今は、ジョンの出
身校でもあるリン・パーク・スクールで、ケ
ア・アシスタントとして学校内の清掃とメン
テナンスの仕事をしています。
　インタビュー当時、ジョンは母親と弟との
3人で、オスウェストリーの北に位置する、仕
事場のリン・パーク・スクールからも程近い、

セント・マーチンという名の小さな村で生活
していました。両親は離婚していて、父親の
所在は知らないとジョンは言っていました。
母親も失業経験があり、家庭の基盤は強いと
は言えません。
　FM期間中は、彼の意向を尊重し、地元就職
の道が探られました。しかし、ジョンのケー
スの場合、彼の困難性は失業や貧困といった
具体的な問題ではなく、彼自身の進路に対す
るあいまいさにありました。ここで、時間の
関係上、残されたマニュアル・レコードを紹
介することはできませんが、進学にも職業訓
練、就職にも振り切れず、Future Movesのス
タッフを悩ませている場面を多く見ることが
できます。
　しかし、ジョンの進路に対するこうしたあ
いまいさを裏から見れば、彼が移行プロセス
や進路観を確かなものにして行く移行資源に
非常に限られていた、ということが指摘でき
るのではないでしょうか。それは家庭の基盤
であったり、経済力、人間関係、文化資本、
情報などがあげられると思います。もともと
家庭の基盤が弱く、移動の困難な地域に住
み、また、同時期に移行を形成して行く仲間
にも彼はめぐまれませんでした。学校ではい
じめにあい、こうした経験が彼を私的な世界
に閉じ込めると同時に、同輩集団圧力の強い
オスウェストリーでの進学や職業訓練への参
加を難しくしている、ということを感じまし
た。

トーマス・ステッドマン

　次にトーマスですが、彼は19歳。オスウェ
ストリーの中心地から、車で20分ほど走っ
たところにある小さな村で暮らしています。
両親は離婚し、母親と弟（12歳）の3人で生
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活をしています。父親の所在は、ジョン同様
に知らないと言っていました。
　トーマスに会って印象的だったのは、彼が
家の庭、庭といってもほとんど森みたいなと
ころですが、にあるキャラバン、電気水道は
もちろん付いていませんよ、で生活している
ことです。最初は、すぐ近くにある彼の家で
インタビューをしながら、ここは僕の家では
ない、ここには住んでいない、キャラバンで
生活している、ということの意味がわからな
かったのですが、卒業後、ギターリストにな
ることだけを目指し、就職も進学もしない
トーマスを母親が家に置いておくことを拒ん
だ結果だそうです。母親のいない時だけ、家
に戻って身の回りのことを済ませる生活をし
ています。
　インタビュー当時は、週に6日、土曜日以
外、午後の4時から深夜12まで1日8時間、
オスウェストリーの工業団地内にある冷凍食
品会社で箱詰めの仕事をしていました。収入
は週に約210@3、だから約37,000円ぐらいで
しょうか、稼いだお金は、オスウェストリー
を出て新しい生活をはじめるために貯めてい
るそうです。シュロップシャー州の中心地、
シュルーズベリーに移り住み、ギターの講師
の仕事を得るということが、彼の中期的な目
標です。
　Future Movesを通しては、当時、ホームレ
スであった彼に、まずもって安全に住める場
所と十分な食事、最低限の衣服を用意するこ
とに時間が割かれました。しかし、彼がホー
ムレスになったことは彼の自立を困難化させ
ただけでなく、キャリア・サービスや関連諸
団体からの働きかけをも困難化させていきま
した。
　そして、話を聞いたり、マニュアルレコー
ドを調べながら分ったことで、なるほど、と

思ったのは、トーマスへの支援を難しくした
ことに、もう一つ、彼が時間や約束が守れな
い、ということがあります。みなさんは疑問
に思うかもしれませんが、この時間や約束が
守れないということは、若者たちに共通して
いて、若者たちの抱える困難性の一面をとて
もリアルに表していると言えます。Future
Movesを通しても、その調整にたくさんの時
間がついやされていました。

ケイト・エドワード

　次に、ケイトのケースですが、彼女は19歳
で、インタビュー当時は、生活保護を受けな
がら、自治体の提供するフラットで6ヶ月に
なる子どもと生活をしていました。結婚はし
ておらず、子どもの父親となる男性とは別れ
ていて、パートナーとなる男性は現在服役中
でした。ケイトはFM参加者の中でも、特別の
ケアが必要とされたケースで、義務教育終了
後は、１カ月あまりカレッジに通いますが退
学してしまいました。
　中等教育段階から問題行動の目立ったケイ
トがカレッジを退学すると、両親はケイトを
見放してしまいます。そして彼女は友人の家
をとまりあるく生活を続けるようになりま
す。彼女がFuture Movesに参加したのはそ
んな時期で、ケイトの場合、さらにケアが必
要になったのは、Future Moves参加中に起こ
した、傷害未遂事件以降でした。事件はナイ
フによる恐喝だったのですが、それが新聞報
道され、彼女のことを狭いコミュニティーで
誰もが、学校、職業訓練校、雇用主を含めて
知るようになりました。この事件以後、彼女
の困難性はより深刻化し、同時に彼女への支
援も困難化していきました。
　日常の生活は、「全部子どものため」とい
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うように、子どもの存在が彼女に学生でも、
労働者でも、娘でもない、「母親」としての
アイデンティティを担保しているのが、ジョ
ンやトーマスとの違いでした。子どもの存在
は生活の中心であるだけでなく、今の彼女を
根底から支えてもいます。また、子どもがい
ることは、給付金申請の際考慮される条件に
もなっています。加えて、母親としての彼女
を支え、彼女を地域に引き止めておく力と
なっているのが、近くで子どもの面倒を見て
くれる母親の存在と、同じティーンエイジ・
マザーの遊び仲間の存在でした。

3人の移行を取り巻く困難性から

　この表は、今回調査を通して3人のインタ
ビュー記録と、FM実施期間中に残された記録
を項目ごとに整理し、再構成したものです。
項目には3人の移行プロセスに影響を与えて
いることが考えられる主要な要素、「家族」、
「学校」、「地域と仲間」を用意しました。ま
た加えて、「性格、進路観」、「FMでの支援」の
内容と「FM前後」の項目を用意しました。ま
た、特にその影響の強いと思われる項目には
網がかけてあります。こうすることによっ
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て、一見、多様な3人の移行プロセスと困難
性に、一定の共通点があることが分ります。
　ます、３人に共通して分ることは、移行を
形成して行く際に、決定的に重要なベースと
なる家庭の基盤が弱く、親からの支援を移行
段階の早い時期から期待できなくなっている
ことです。特にトーマスとケイトの場合、義
務教育終了後、すぐに家族からの支援が完全
に断たれ、その後の移行過程を自分ひとり
で、経済的な部分も含めて形成して行かなけ
ればならなくなりました。
　また「地域と仲間」の項目で興味深い点は、
内向的で同輩集団との接触は少なく、人間関
係の幅は近隣社会に限られていたジョンと、

逆に同輩集団との結びつきが強く、
インフォーマルな活動により近いケ
イトの語りの中に、同じように「地域
と仲間」に関する作用因が立ち現れ
ていた点です。つまり、二人とも回路
は別にしながらも、このオスウェス
トリーという地域を、ジョンは自然
や近所づきあい、ケイトは遊び仲間
として語りの出発点にしているとい
ことです。
　これは余談ですけど、生活階層に
よる移行空間、または生活空間とい
うのは歴然とした違いがあるんです。

ジャンやケイトのようにオスウェストリーに
根ざしていて、オスウェストリーから出るこ
とを怖がる若者たちがいるかと思うと、オス
ウェストリーには3 つの私立のボーディン
グ・スクール、寄宿舎学校があるんですけど、
そこの生徒は海外からの留学生が多くて、彼
らは交通機関の乏しい地域で、携帯電話でタ
クシーを自由に呼び出して、マンチェスター
やバーミンガムに買い物に行くんです。
　3人に話を戻しますと、こうしてみて行く
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と3人とも義務教育終了と同時にすぐその移
行プロセスが不安定で非連続なものになって
いることが分ります。こうした不確かな移行
プロセスは、彼らのキャリア・イメージや進
路観が未形成なのではなくて、彼ら・彼女ら
が、進路観や移行プロセスを確かなものにし
て行く、選択と機会構造と、移行を形成して
行くために不可欠な資源、家庭、職業資格、
情報・知識、空間・関係性などに極めて限ら
れていることをも証明していると思います。
　ジョン、トーマス、ケイト、そしてFMに参
加したすべての若者たちが見せた移行プロセ
スの不安定性と非連続性は、それは単なる未
就労やモラトリアムのプロセスなのではな
く、彼ら・彼女らの形成する移行が極めて資
源に限られていて、かつそのプロセスが常に
失業と貧困とに隣接されたものであることを
物語っていました。

Future Movesの取り組みと若者たちを

支えたもの

　ここでもう一度、自立支援に話を戻したい
と思います。Future Movesはこれまでのキャ
リア・サービスの枠を越え、地域の自立支援
事業をネットワーク化するなど多くの成果を
地域に残しました。しかしなが同時に、
Future Movesは、キャリア・サービスの実施
した自立支援事業としては多くの課題を残し
た取り組みでもありました。プログラムの途
中で連絡の途絶えてしまった若者、プログラ
ム実施期間中には進路先の決まらなかった若
者、またそうした若者たちも含めてプログラ
ムの終了が、困難を抱える若者たちへの働き
かけの終わりと重なっていることが調査を通
して分かりました。また、FMを経ながらも多
くの若者たちが進路を確定することができ

ず、再び所在不明や失業となってしまってい
ることが分かりました。それでは、FMの取り
組みは若者たちの自立を何ら支援するものに
ならなかったのでしょうか。仮に Future
Moves が若者たちにとって意味あるもので
あったのだとすれば、それはFuture Movesの
どうような側面なのでしょうか。
　次はFuture Movesでアウトリーチ・ワー
カーとして採用されたウェンディーとのイン
タビューの記録です。若者たちの困難性を目
の当たりにしながらも、キャリア・サービス
の1部として結果の求められるウェンディー
の引き裂かれて行く様子と、でありながらも
プログラムの持っている枠組みをずらし、ギ
リギリのところでFMを実践としてつないで
行った様子が表現されています。少々、長い
のですが、読みます。
　「本当のところは、35人、全員の仕事を見
つけることはできなかったわ。何人かは上手
く見つけることができたけど。でもこの問題
を1日で解決することなんて無理なんです。
若者に関してだって、すぐに会って全部を話
してくれるわけじゃないし、本音を語ってく
れるわけではありません。前にあなたがうえ
からくる政策のことをいっていたけど、それ
がリアリティーなんです。もし私の仕事が若
者たちに仕事、学校、職業訓練を見つけるこ
とならば、それが限界なんです。でも、まず
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やらなければならないことは、彼らに雨風の
しのげる場所、安心して眠れる場所を探して
やること。中には虐待を受けている子もいる
から。彼らは簡単には心を割って話してはく
れないし、体も汚れていて臭う時だってある
わ。だって彼らは外で寝泊りしたり、または
家に入れてもらえなかったり、温室で犬と一
緒に寝かされていたりするのよ。中には誰か
話を聞いてくれる人、力になってくれる人、
信じてくれる人が必要な若者もいるわ。一
切、評価を下さない人が。私たちはFuture
Movesをやったわ。でもそれは時間のかかる
ことです。若者を見つけて、サービスについ
て知らせて、ネットワークをつくって。すべ
ては一夜漬けではできません。彼らは約束も
守らないし。大人のことを尊敬もしていない
し、大人も自分たちのことを尊敬していない
と思っている。空振りなんて何度もありま
す。それで他の方法を探すけれども、その方
法が確かなわけではありません。話を聞くの
に3週間や1ヶ月かかる時もあります。やっ
と問題が分かったら、はじめて働きかけるこ
とができます。レンガを積みあげるようなも
の。35人すべてにすばらしい結果が待ってい
るわけじゃありません。それでも中には2年
たった今でも電話をかけてくれる若者もいま
す。刑務所から手紙を書いてくれる若者もい
ます。難しいのは何を政府が望んでいるの
か、何をプロジェクトが望んでいるのか、ど
んな結果を出さなくてはいけないのか、どう
やってお金を使わなくてはいけないのかって
ことを知ること。それとどうやって本当に若
者を助けることができるのかってこと。ジャ
ネットが一緒に働きはじめたばかりの頃に、
若者にとって意味あることをっていったのが
印象的で、まだ頭に残っているわ。多分それ
は政府のためじゃないんだろうけどね。」

　ここにFuture Movesのコアになる部分が
上手く表現されているのではないでしょう
か。自立支援事業としてはFuture Movesは
目に見える成果を残すことは出来ませんでし
た。しかし、若者たちの抱える困難と対峙し、
キャリア・サービスの持つ枠組みをずらしな
がら、また、キャリア・サービスとしては評
価にならない場面を多くつくりながら、そし
て沢山の割を食いながらも切り捨てずにつな
いで行った若者たちとの関係性にこそ、FMの
本体はあるのではないでしょうか。毎日、
キャリア・サービスにお茶を飲みに来ていた
ケイト、必要なことは何でもしてくれたとい
うジョン。これまで家族からも見放され、何
らサービスの網の目にかからなかった彼らを
もう一度働きかける対象として地域に位置付
けなおしたこと、これがFuture Movesの成
果なのではないでしょうか。　

Future Movesの成果と課題

　これまで見てきたようにFuture Movesの
取り組みは、キャリア・サービスの専門とす
る学校、職業訓練、仕事の紹介ではなく、キャ
リア・サービスの枠を越えて一人ひとりの若
者との関係性を軸に提供される質的支援にそ
の骨格がありました。こうした質的支援のあ
り方が地域の自立支援事業のネットワーク化
などの成果を残すことにもなりました。こう
した取り組みを経て重要であったことは、こ
れまでドーマントとして地域の中で、目の前
にいながらも見えなかった若者たちを、支援
の対象としてもう1度地域の中に位置付け直
したことだといえます。義務教育終了と同時
に非連続の移行の谷間に匿名のまま落ちて行
き、その後、何ら支援を期待することができ
ず、自力でその空間を抜け出すことを強いら
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れる若者たちに名前を与え、支援を提供する
といった取り組みは、これまでのキャリア・
サービスにはない取り組みでした。
　しかしながら、こうした新しい取り組み
が、新たな課題をキャリア・サービスに、そ
して地域に残すものにもなりました。それは
FMを通して作られた対個人、自立支援事業間
の関係性が、自立を支えて行く制度、または
仕事まで高められることなく、関係性のレベ
ルで終わってしまっていたということです。
こうしたことから、せっかく一度、支援の対
象には成りえなかった若者たちを支援の対象
に位置付け、ネットワークの中に取り込みな
がらも、自立を具体的に支えるものにも、表
象される困難性の根に横たわる社会的排除に
取り組むものにもなり得ませんでした。
　以上のことから、対個人の関係性と関係性
のネットワークを媒介としながらも、ゆるや
かに、且つ確かに若者たちを移行の次の段階
に接続して行くオルタナティブな回路の構築
が必要とされているのではないでしょうか。
そして、その若者たちの自立を支援するオル
タナティブな回路が、めぐってはコミュニ
ティの抱える社会的排除の問題に取り組むこ
とになる、そうした循環的な支援のあり方が
必要とされているのではないでしょうか。
　ここに残され課題は、関係性を媒介とした
従来のキャリア・サービスにはない質的支援
のあり方の可能性を提示していると同時に、
社会的排除に自立支援という側面から、どの
ように関わることができるのか、ConneXion
に引き継がれるべき考察課題を先駆けて提示
してもいるともいえると思います。
　報告は以上です。ありがとうございまし
た。


